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絹絲の化學的分解に依る其の構造の考察

（第1報）

Investigations of the construction of silk fibre by the partial 

hydrolysis with acids and alkalies. 

(The 1st report)

井上柳梧

細川豊

松浦彰義

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

從來多激の研究によりて絹綜のアミノ酸組成は大休に於て朋かになつてゐる。術匠絹の不

完全分解の結果、多くのポリペブタイドが獲見せられた。帥ちGlycyト〔1・alanine　anhydride，

G！ycyl－1－tyro　3ine　auhy護ride，　d－Al　anyl　glycine，　A正anyl　serin　3　anhydride，291ycy｝d－alany跡

tyrosine，及び2Tyrosy12glycyl　alanine　anhydride．等｝でして、是等のポリペプタイドよ

り絹綜の化墨的構造を充分明かに考察し得る程度に到らないのである。小原範太郎氏は絹綜微

細構造を研究され從M4　Sericin及びFibroinと1置別されたるものを生理的｛蒋造と稔し、此の外

に凝固構造を認められ絹孫を表皮、皮暦、中心贋及び外表皮の4部分に1厩別せられた。（迎化鰍

研究所彙報第11暢、第3號、第6號及び第S號）著者等は絹繊維を種々異れる濃度を有せる酸及びア

ルカリの溶液中に侵漬して絹の分解によbて生する窒素の歌態を化學分祈により測定し、是れ

によりて絹繊維轟造の推定の一」功となさんとした。爾炉ま同時に繊維の崩10争する駅態を顯微鏡鶏

眞により槻察し、更に試藥の濃度稀薄にして分解の測定罵き場合には共狽力及び伸度を測定し

て共攣化を見たo

　供試絹繊維は椿練して純精のフヰプロインの繊維となした笏合と豫めホルマリンを以て繊維

．を虞現して共セリシンを固着せしめた場含に如侮に試藥に封する抵抗力が愛化するかを槻察し

た。

　本實験に於ては軍に50％硫酸を使用し、是れに絹繊維を浸漬しfe場fiの分解1伏態のみを示

した。

　　　　　　　　　　　　　　　1實験　方　法

　供試原料繭は昭和9年度1－：田獄綜專門脇オ交産春繭にして黄、画2種を使川し由繭は國獄隊

17x國獄支105、黄繭は國獄1歌16×國猛支16を川ひた。　　　　　　　・

　以ヒの原料繭より繰綜せし生綜（共に14中）を一一つは濃きホルvリン中に1盤夜浸演せるも

のと他方に於ては充分に精練せしもの（顯微鏡下にセリシンを認めざるまで）との2蹟に分ち、

夫々次の如くに分類して供試したQ

　1．白生綜をホルvリンにて虜理したもの、

　2．黄生綜をホルマリンにて虞理し沁もの、

　3．由生綜を充分精練したもの、

　4．黄生綜を充分精練したもの、

前記4種の庭理絹継より各々209・を探り、夫々50％に稀樺せる硫1俊液300こ．cに浸漬し毎i二11

回宛供試液200c．cを此等より探取し、後直ちに同最の新しき50％H2SO4液を加へた。此の場

合供試液200c．cを探収する時淺りの約100c．dは大郡分絹綜に依り、吸牧せらるるが放に

200c．c以上の量を探取する轟は許されなV・。　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　斯の如くにして得た供試液を次の如き項国に分ちて實験を行つた。

　1溌窒素量、アンモ昌ア窒素量及塩塾・i坐窒素量

　2．顯微鏡下の槻察　　　　　　　　　　、

　3。狽力及び伸度の測定

　　　　　　　　　　　　　xx實験結果

　　　　　　　　　　1。白生練のホルマ1｝ン塵理せしもの

　　　　　　　　（1）全窒素量の測定（ケルダー・氏法に依る）

此の測定結果を表とグラフにて示せぱ次圖の如くである。

但し回撒は供試液探取回撒を示す、

t　第1表
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）アンモ＝ア窒素の測定（酸化苦土法に依る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表
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　　　　　　（3）　！罐基性窒素の測定（ケルダール氏法に依る）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3表　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　　　　（4）強力及び御慶

．第1回田の探取に於て既に張力及仲度は零となる

　　　　　　　　　　　2．黄生糠のホルマリン虚理せしもの

　　　’　　　　　　　　　　（1）登窒素量の測定、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4表
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第四圖

％
1．6

1．4

1・．2

ノ。0

0．8

0．5

0．4

0．2

0

B

C

D

唖’F

回5　 10　15　 20　 25　30　 3δ　40　 45　50　 55　60　 65　 70　75

（2）　アンモニア窒素最の測定
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（3）璽輕基性窒素量の測定

＿一一　　　　　　　　　　　　第6表
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　　　　　　　　　　　　　　　（3）塩基性窒素最の測建

　　　　　　　第9表　　　　　　　　　　　　　　　　　　第九圖
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　　　　　　　　　　　　　　　（4）　強力伺1度の測定

　　　第1回目に於て共に零なり

　　　　　　　　　　　　　　　　4．黄生綜を充分精練せしもの

　　　　　　　　　　　　　　　（1）全窒素量の測定
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　　　　　　　　　　　　　　　（2）　アン＝e　＝ア窒素量の測定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第11表
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　　　　　　　　（3）　塩基性窒素最の測定

　　　　　　　　　　　　　第12表
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　　　　　　　　　　　　（4）　強力及仲度の測定

第1圓口に於て共に零なり

　　　　　　　　　　　　　　IEX　　顯微鏡下の観察

黄生綜のホルマリン庭理せしものと充分に精練せしものとの2種に就きての共繊維が崩解す

る状態を爲翼にて示せぱ次の様である。
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（謎）数に掲げたる爲翼は分角槻犬態が著しく鍵化した鮎を11贈て撮影せるものであるo

叉第1回とあるは第1Fl目の分解歌態，第7圃とあるは第7日同の分解釈態を示すものであつて凡て

以下同様である。萄亦灘騰のホルマリン腱理せしもの踊練せしものとの2駐選びて便fl：」・鰍

鏡下の槻察の代表となしたo

鴇眞説明

　　　　　　　　　　　　1．萱生綜のホルマリン塵理せしもの

第1回・・…ホルマリン塵理したる爲めに抵抗力弧く第1口口に於てすら街ほ綜鎌が分離して來な

　　　　　　いo（但し強力仲度は零）

策7匝卜此の時よ妙し前に絹綜はボ・ボ・とな蝋め、浸灘と夢毛に振盈する聯醐線闘欝

　　　　　遊する状態となo（錦四國A黒li屡照）

第15圓・・…此の時は絹綜が前回より著しく墾化し、一一・msは浸潰液の上方に一部は浸澱液の下方に央

　　　　　　．々浮及沈駿態をなす。從つて絹縣はこ2Lより少L前に非常な化導…的分角早をなし、段々弱

　　　　　　くなり此刎鰍こ箆り’て篇虞の如くラ｝解せら才・たるものと推定きる。（第四圓曲線のB鮎

　　　　　　はそれを語るo）

第26回……之より少し前に上部及び下部への浮及沈澱状態も止み下部のみへ沈澱し、其の沈澱を濾

　　　　　　過すれば沈灘物は恰も羅紗の如き状態を韮する。（浮及沈澱駅態の止みたる黙は第四圃

　　　　　　囎占）

　（蝕に沈澱物とは浸演液中に分解ぜる絹孫を液と共に濾過して欝たる絹綜の集積物を憲味ナる）

第32回……沈澱物は鐡々麿となるo

第35回……沈澱物の粕慶を少し噌して來るo

第51回……沈澱物は掘…々轡となり粘度も柵し’1合も羊奨1険となるo

第65回……沈澱物は羊墾状となり新しき浸漬液に浸潰するロ瓢ヒの沈澱物は分散菟難のものとなる。

2．黄生継翫充分精練せしもの

第1阿…・・篇翼上にては酸によつて侵きれた状態を表はしてゐないが・強力仙度は前遮の如く既に

　　　　　　零である。

第5回…　此の頃に絹綜はボロボロ状態を終へ上下浮沈の状態を開始し始めるo

　　　　　此の時は矢張り化胆的分解を終へた頃で第十岡A齢が興の理を語る。

第10匝レ・…完全に上下浮沈1険態を贔し分解は更に進行した課であるo（第十圓B黒占謬照）

第20圃……絹綜は下方沈下の舩態となるo

第35断…・枕澱物は羅紗渕伏態となる。（第十圖C貼の邊の

第451司……凋i度も…爽第にゴ曾し沈モ殴牙勿は寝となるo

第57胆レ・・…冴1占度を辮し2直艶｝i犬態となるo

第65阿……ホルマリン礁と同様分散困難となるo（興の程度はホルマリン峨よりも大である）o

IV　　酸に浸潰中の絹綜の攣化

1．絹綜の色の墾化

絹綜を前記50％H2Sq　rPiに侵漬し毎日1回宛浸潰液を夏新する口寺は署しく絹綜は色を愛

じてゆく。併も黄，白並びにホルマリン、精練虞瑚1の別に依り各々異なつた色を皇するを知

る。術亦此等が皐する色相は實に複雑にして筆紙には充分に表1’よし識し撮ないものがある。



黄生綜をホルマリン塵理せるもの
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種別　＼　　　　　前後　　　　1　”　　　”　　　”　　　”　　　”
　　　　　Fl数　　　　　　　　　　　　　12日1；1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40同肩　　　　　　　　　　　　　　　　　　20日月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30E旧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50日目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60F鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100日日　　　　　　　　　1日日　　　　　　　　〃

購魏盤㍊睡　黄1黄　1禍　：・・ii禍　濃　褐1濃　禍t濃　褐1濃　禍

難瑠雀餐あ1緑　司深翻灘線［紫味繰色濃　副濃　禍1濃　禍「濃褐

轟讐麓鷲精1薄　赤「紫　1濃　紫・1・・’味矧黒螺色1糊・紫色1制・紫色1一

離襲魏垢精1溝　禍i薄　紫【紫　［紫1紫　1轡　色i青　色1黒鞘色

2．採取液の色の攣化

　　　　　　　　　　　　（1）　白生綜のホルマリン塵理をなしたもの

　此は最初の探取液は透明であるが段々と淡褐色を増し絹綜が蝕程分螂促進されて下方に沈澱

歌態となつて來る頃には禍色は釜々濃くなつて來る。併も絹綜が殆んど分解され盤し沈澱した

ものが非常に粘度を増し恰も雫奨欣になると共の色の濃度も亦大となるを見る。

　　　　　　　　　　　　（2＞’黄生懸をホルマリン虞理したもの

　此は前述の白生綜をホルマリン塵理したものと殆んど同一の結果を贔し海。喉異なるは褐色

に進みゆく速農が小なる事である。　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　（3）　白生綜の充分精練したもの

　最初のうちは透明なるも次第に淡禍色を帯びて來、絹綜が少し分解されて第30日口位にな

ると3くも透明色となり、第40i三1口位より共の透明は段々と紫味を窃び來り絹綜が全く沈澱され

て粘度を塘し羊糞歌となるに及び、急に紫味を壇し日緻纏過するに從つて黒味紫色と鍵じて來

る

　　　　　　　　　　　　（4）　黄生綜の充分精練したもの

　第3の場合と殆んど同様であるが唯異なる黙は第3の場含は急に紫色を呈し次鋤こ黒味紫色

を帯びて行くのであるが、此の場合は急に紫色を呈し後次第に透明となり透明より薄茶色に攣

化してゆく黙である。

　　（融）第3、第4の精練畷に於いて色の攣化の特にn立つのは浸漬せし絹綜が籐陞分解促進せらtvて懸

　　濁股態となりたる揚含及び更に分解程度が促鎚せられて下方に盗く沈澱せられ粘度を非常に噌した揚

　　倉との2つの揚合である。換冒すれば此の2つの揚合は紫色に礎化する貼であると想豫せられるo

此を要するにホルマリン塵理せしものは色の攣北割合に麗純にして充分精練せしものの方は割

合に複雑なる色の攣化を是する様である。

3．　絹懸分解の璽化歌態

　　　　　　　　　　　　（1）　白及び黄生綜のホルマリン虞理したもの

　此等は精練颪に比して比較的抵批力を有するも、第6H臼頃より早や絹継はボロボロとなり

紹の1伏態を全く失つて來る。此が段k分解せられ絹綜の‘彫｝は上方｝び孚び後の牛分は下方に沈

下せらるる様になて來るのは前に揚示せる爲翼の第15回日の所である。分解は挺に進み來り爲

眞の第65回国頃になると全く沈澱し粘度も非常に増して來る。

　　　　　　　　　　　　（2）　白及び黄生綜の充分精練をせるもの

　此等はホルマリン甑に比較すると抵抗力非常に弱く第3周国頃より既に絹懸はボロボロとな

り紹状を全く失ふに至る。第7El閏頃になると絹謡のξド分は上方に浄び他の牛分は下方に沈下

。せらるる様になる。此の恥liばホルvリン廠に比べると非常に早い。（爲眞の第10匝1！ヨ頃）

更に分解が進み55日剛立になると企く沈澱し、粘度も非常に増加し、ホルマリン1亜に比し矢張

の早）、。（窟藁57側参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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概　　　括

　以一ヒ叙逓したる魔を総括する時は次の様である。

　1）絹209．に樹し50％硫酸を300cc．を加へて、室灘に放置する場合には絹繊維は次第

に分解する。此場合に絹繊維をホルマリンを以て豫め庭理したるものに於ては第3日～4日口

に於て、分解最大となり夫れよlp分鰐は俄かに減少し、第9日～11日日に於て最小となり、再

び分解は進み第121三1～16日日に於て著しく増加する。其後再び分解作用を減少し更に第19

～35日同位より再び塘加し、第23～38日日に於て最高に蓮し璽に次第に減少する。白繭の

場合には第44日以後ぽ分解は非常に僅かにして分解隈慶を示ず発窒素最の曲線1ま、殆んど直線

となり横軸と平行する。是れに反し黄繭綜の場含には更に第44日日より壇加し，第46日圓

に最高となり、其後は次第に減少し分解全窒素量は非常に少量となる。（以上第一圃及四圃参照）

　糟練したる純精のフヰプロインの携合には大休に於てホルマリン塵灘の場合と共曲線の形欣

は類似して居る。Eljち最切著しく分解し後次第に分解作用は褒へるのであるが、2回乃至3回

薯しく憎加ずる鮎あり。自Pち分解曲線は2回乃至3回山を示すものである。尚隣擁したる場含

には其分解の程度は大である。

　以上分解曲線より考察する時は絹繊維の構造は均一なるものにあらすして、庭々に酸により

て溶解されやすき部分と然らざる慮とあり。而して以上の實瞼の範園に於ては大休に於て3－一一

4ケ所溶鰹され易き部分存在し此部分に於て分1唾弔曲線な山形を現はすものである。

2）分解によわて生するアムモ・・ア態及び塩基性窒素の1伏態は、最初は梢多く殊に塩基性窒

素はアムモニア態窒素より多い。然し全窒素に比する時は其量甚だ僅少である。最初1ケ月位

迄は時によりて増減あるも其差異非常に僅かである。企窒素の場舎の如く特殊なる分解状態は

認められないのである。

　3）顯微境下て於て絹繊維の分解状態を槻察する時は絹識椎は4－7日間7こして、不樹則に

切漸せられ、共後日を経るに從ひて次第に細かに切斯せられ剛寺に繊雛の幅も減少する。而し

て65日を経過するも、尚細片存在す。帥絹綜が分解する場含には縦貰に切fL次第に液1こ分散

するものと考へらるSのである。此場含に於てもホルVリンにて塵製し】たものは糟練したもの

に比して酸に封して抵撹性を増加するも崩郷する1｛長態は大略同様である。

　4）分解液はホルマリン庭埋のものは白、黄爾綜何れも禍色を呈するに過ぎざるも、糟練を

爲したるものは最初は淡隅色を呈するも第30日EI位より液は琶明となり第40日臼より次第

に紫色を現はし、紫色は後次㌶∫に濃慶を増加し嗜紫色に慶1ヒする。恐らくは分解に當り分解物

の化嬰的愛化により現色化合物を生するものと考へられる。

　5）分解絹綜の強力仲度は第1日日より巳に零となり測定すること能はざるものである。

（於・上田蹴綜燦門離校）

（蓼1…理　　Uit，飛1104F　7　Jj　31　日）


